
  
 
 
 
 
  

 

「言葉の力を育てる」 

校長 金子 健一 

 

今月９日、開校７０周年記念式典を無事に終えることができました。当日は多くの御来

賓の皆様に見守られながら、子どもたちを主役とした様々な発表や演出を行うことができ

ました。東大成小学校の子どもたちのよさや皆様による温かな雰囲気が感じられる、とて

も本校らしい記念式典となりました。御臨席いただいた御来賓の皆様、御協力いただいた

記念事業実行委員の皆様、保護者の皆様に心より感謝申し上げます。 

 

また、日頃より子どもたちの登下校を見守ってくださる地域の皆様、保護者の皆様にも

深く感謝申し上げます。子どもたちが毎日安心して学校へ通うことができるのは、多くの

方々の支えがあるからこそです。今後も子どもたちの安全を第一に考えながら、無事故で

登下校できる日々を積み重ねていきたいと考えております。 

 

さて、現代社会では、一人だけで仕事を完結させる場面よりも、多くの人と協力しなが

ら課題を解決していく場面が増えています。職場では同僚と協力したり、上司に考えを伝

えたり、相手の要望を正しく理解したりすることが求められます。これは大人になってか

ら急に身に付く力ではありません。学校生活においても、友達と話し合いながら学習を進

めたり、自分の考えを発表したり、相手の思いを受け止めたりする経験を重ねる中で育ま

れていく力です。 

こうした人との関わりを支える土台となるのが「語彙力」、つまり言葉の力です。豊か

な語彙を身に付けることで、自分の考えや気持ちをより正確に相手へ伝えることができま

す。また、相手の話の内容をより深く理解することにもつながります。言葉の力は、学習

だけでなく、人間関係を築く上でも重要な役割を果たしています。 

語彙力は一朝一夕で身に付くものではありません。様々な人との会話を通して新しい言

葉に触れたり、本や新聞、様々な文章を読んだり、自分の考えを言葉にして発信したりす

る経験を積み重ねることで少しずつ豊かになっていきます。家庭や地域での何気ない会話

も、子どもたちの言葉の力を育てる大切な機会となります。 

また、近年急速に普及している生成 AI を活用する上でも、言葉の力は欠かせません。

自分が何を知りたいのか、どのような答えを求めているのかを適切な言葉で伝えること

で、より有益な回答を得ることができます。AI 時代だからこそ、人が言葉を使って考え、

伝え合う力の重要性はますます高まっているように感じます。 

本校では今後も、読書活動や話合い活動、表現活動の充実を図りながら、子どもたちの

言葉の力を育む教育活動を進めてまいります。そして、自分の思いをしっかりと伝えるこ

とができる子、相手の思いを受け止めることができる子の育成を目指してまいります。引

き続き、本校の教育活動への御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 
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